

























iヨ再改正Jにおける文法教育に関する先行研究には森田 (2001)がある。森田 (2001) は，








































(3) I文の成分優先の方針j をとる時期② (昭和 6 年~ )
「知識Jとしての文法教育のために，橋本進吉が 「文の成分優先の方針jをふたたびとるよ
うになる時期。
このよ うに見てくると ，I文の成分優先の方針」は 「実用」のために一度取 り入れられ(上記
(1)) ，学習者の状況のために取り 下げられ(向 (2))，ふたたび「知識」のために復活する(同
(3) )という経緯を辿るこ とがわかる。このような変化が起きた原因として， I文法教育不要論j
という潮流があることは首肯できる。しかし問題となるのは，なぜそこであえて選ばれたのが文
の成分だったのかという点である。しかも 「文の成分優先の方針Jは，一度「要目改正」下にお
いて 「実用jへの応用を模索され，取り 下げられた内容であった。 一度取り下げられた内容が再


























No 編者 刊行年 書ぞl 刊行者
(1) 板倉篤太郎 昭和 8 訂正二版新ilJll国文法 積善良'I~
(2) 東京開成長官編輯所 1日和 8 新制初級I~I文法 東京!?日成自立




1百手IJ8 改訂中学問詩文典 初年級別 修京極文書館庖~

































(1)阪倉 × × 
(2)開J¥X:館 。 × 
(3)能勢 × × 
(4)広島高削l × × 
(5)吉津 × × 
(参考)橋本 。 。 (0が「有J，Xが 「存在Jを示す)
-100-





















































































































































































「要 1~1 再改正j 下において 文部省が「理解Jのための文法教育内容を主導した形跡は見えない。
むしろその内容を具体化していったのは個々の教科書編纂者たちであり，文部省がそれを追認す
ることで， 徐々に教育内容として定着していったのである。














「削帯JI~l<]指導に着目して-J r毘語科教育j77，全国大学国語教育学会， pp.22-29 
勘米良祐太 (2017)I中学校教授要目改正(明治4-4年)における領域「作文j設定の要因j
教育史研究j17，国語教育史学会， pp.4-8-55 
LI東功 (2007)f学校国文法成立史研究序説 r言語文化学問:究 EI本語日本文学篇j2，大阪府
pp. 17 -4-4 
1羽根正直(明治23)r国語学j弦巻書j苫








文法教育田 j 平成14~16年度科研費基盤研究 (C) (1)研究成果報告書(研究代表者:矢津真人)
保科孝一(大正 7)r大正日本文典j育英書院
森田真吾 (2001) r昭和初期文法教育における「実用Jと「知識j一橋本進吉伐Ir文典j編纂の





( 1 ) 森田 (2001)， p.580 
( 2 ) 森田 (2001) は雑誌『国語教育jを通時的に参照し， r教へさせられるから， しかたなし
に教へるのだjという「文法教育不要論jが「昭和初期に至るまで根強く存在し続けるJ(p. 
54) と指摘している。
( 3 ) 保科(大正7)上， p.40 
( 4 ) 樹J米良 (2015)，p.270 
( 5 ) 向上。
( 6 ) 橋本(昭和6)，p.160 
( 7 ) 向上， p.200 
( 8 ) 森田 (2001)，p.620 
( 9 ) ただし実際に検定を通過した版とは異なる)援を参照した場合でも，用いるのは「要目再改
正J期(昭和 6年2月10日~昭和12年3月26日)に刊行された範囲にとどめた。







(12) 広島高等師範学校間属中学校巴語漢文研究会 (Bj:f[]4) r新編国文典j京極喜志，例言
(13) 吉津義則(11百和 4)r中等新国文典(第 5版)j修文館，例言。なおこの笛所は，勘米良
(2015) においても引用されている箇所である。
(14) (2)開誠館， p.60 
(15) (2)関誠館， p.11o 
??
(16) 構本(昭和11)，pp. 7 -80 
(17) 向上， p.280 
(18) 同上， p.80 
(19) 向上， p.290 
(20) 向上。
(21) 向上， p.3380 
(22) 同上， p.3010 
(23) 向上， p.3020 
(24) 1百]J二， p.3050 
(25) 向上， p.3060 
(26) 森田 (2001)，p.630 





















(30) 森正J (2008) は，たとえば三土忠造何コ等国文典J(明治31) が「言語と思想の関係Jに
ついて自制的な点などをもって，戦前の文法教育と「国語思想Jを安易に結びつけるべきで
はないと指摘する (pp.424-425)。また山東 (2007) は，イデオロギー批判の観点から文法
教育史を論じるだけではなく， 1成立への史的経緯から，その具体的な内容，ひいてはなぜ文
法教育が必要かという文法教育観に至るまでJ(p.37)多様な課題が山積しているとする。
。 。??
